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大鰐町
広報誌

月

■「火の用心」を呼び掛け（10月29日・大鰐保育園）

●大鰐町ホームページアドレス　http://www.town.owani.lg.jp

「火の用心」
ハロウィン間近という事で

仮装姿の子供たちが

｢火の用心｣を

呼び掛け

怖い怖い

火には

気をつけて

■鰐小マーチングバンド部が第43回マーチングバンド・バトン
トワーリング東北大会優秀賞受賞を報告（町長室・11月11日）
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■　町の話題　■

話題
Ｔ ｏ ｐｉｃｓ

　
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
11
月
３
日

付
け
で
発
表
と
な
り
、当
町
か
ら
秋

元
克
司
氏
（
70
歳
・
居
土
）
、
平
明
子

氏
（
62
歳
・
大
鰐
）
が
、
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

　
秋
元
、平
の
両
氏
は「
家
族
、周
囲

の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
と
感
謝
し
ま
す
。
今
後
も
尽
力

し
た
い
」
と
、
受
章
の
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

■
秋
元
克
司
氏
の
略
歴
と
功
績

　
昭
和
59
年
に
保
護
司
と
し
て
従
事

以
来
30
年
間
歴
任
、
更
生
保
護
活
動

に
貢
献
し
た
。

昭
和
19
年
　
大
鰐
町
に
生
ま
れ
る

昭
和
59
年
　
保
護
司
に
任
命
　

平
成
11
年
　
東
北
地
方
更
生
保
護

委
員
会
委
員
長
表
彰
　
　

平
成
19
年
　
全
国
保
護
司
連
盟
理

事
長
表
彰
　

平
成
20
年
　
大
鰐
町
表
彰
　

平
成
21
年
　
法
務
大
臣
表
彰
　
　

■
平
　
明
子
氏
の
略
歴
と
功
績

　
昭
和
50
年
に
弘
前
市
医
師
会
に
臨

床
検
査
技
師
と
し
て
従
事
し
、
健
診

セ
ン
タ
ー
検
査
課
長
を
歴
任
す
る
な

ど
保
健
衛
生
に
貢
献
し
た
。

昭
和
27
年
　
弘
前
市
に
生
ま
れ
る

昭
和
50
年
３
月
　
弘
前
大
学
医
学
部

附
属
臨
床
検
査
技
師
学
校
（
現
弘
前

大
学
医
学
部
保
健
学
科
検
査
技
術
科

学
専
攻
）
卒
業

昭
和
50
年
４
月
　
臨
床
検
査
技
師
と

し
て
弘
前
市
医
師
会
で
検
体
検
査
業

務
を
行
う

平
成
23
年
　
弘
前
市
医
師
会
健
診
セ

ン
タ
ー
検
査
課
長

平
成
26
年
３
月
　
同
セ
ン
タ
ー
退
職

秋
の
叙
勲
、
秋
元
克
司
氏
　

平
明
子
氏
が
瑞
宝
双
光
章
を

受
章

瑞宝双光章

秋元克司氏

百
歳
を
祝
し
て

　
国
で
は
毎
年
、「
老
人
の
日
」記
念

行
事
と
し
て
、百
歳
の
長
寿
者
に
祝

状
や
記
念
品
を
贈
り
顕
彰
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
当
町
で
は
、大
坊
ち
か
さ
ん

（
大
鰐
）、前
田
み
わ
さ
ん（
宿
川
原
）、

菊
池
ま
さ
さ
ん（
蔵
館
）、柴
田
タ
カ

さ
ん
（
苦
木
）
、
福
田
な
よ
さ
ん
（
唐

牛
）の
５
名
が
受
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
田
み
わ
さ
ん
は
10
月
10
日
、入

所
先
の
施
設
で
、ご
家
族
の
立
会
い

の
も
と
、山
田
町
長
よ
り
顕
彰
状
な

ど
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
様
子
を
見
守
っ
て
い
た
施
設
職

員
か
ら
は
、お
祝
い
の
こ
と
ば
や
温

か
い
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ご
家
族
の
繁
雄
さ
ん
は「
私
が
小

さ
い
こ
ろ
に
母
が
大
病
し
た
こ
と

を
思
え
ば
、今
日
の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
は
」と
、喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

第
13
回
全
日
本
エ
コ

川
柳
大
賞

　
姫
路
市
が
主
催
し
て
い
る｢

第
13

回
全
日
本
エ
コ
川
柳
大
賞｣

の
最
高

賞
の
大
賞
に
、成
田
さ
な
え
さ
ん（
大

鰐
）
の
応
募
し
た
「
徒
歩
で
ゆ
く
買

い
物
今
日
は
持
て
る
分
」が
輝
き
ま

し
た
。

　
同
市
が
環
境
へ
の
取
り
組
み
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

　「
歩
い
て
い
け
る
と
こ
ろ
で
の
買

い
物
な
ら
、持
て
る
分
買
え
ば
立
派

な
エ
コ
で
す
、と
の
呼
び
掛
け
が
見

事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
」と
の
評
を

受
け
て
、４
２
５
６
句
の
応
募
作
品

の
中
か
ら
最
高
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
成
田
さ
ん
は「
誰
に
も
で
き
る
エ

コ
は
・・・
と
考
え
て
応
募
し
ま
し
た
」

と
話
し
、今
年
の
国
土
交
通
省
主
催

の
「
ま
ち
づ
く
り
標
語
懸
賞
特
選
」

に
引
き
続
い
て
の
最
高
賞
の
受
賞

と
い
う
こ
と
で
感
激
し
て
い
ま
し

た
。

瑞宝双光章

平　明子氏

百歳長寿顕彰を受ける前田みわさん
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Ｔ ｏ ｗ ｎ

町の
　
大
鰐
町
で
は｢

文
化
の
日｣

の
11

月
３
日
、町
政
に
功
労
の
あ
っ
た
人

や
善
行
者
を
表
彰
し
て
お
り
、今
年

度
、
成
田
定
雄
氏
（
大
鰐
７
Ｂ
）
、
吉

本
雄
二
氏（
蔵
館
８
）、岩
渕
照
子
氏

（
大
鰐
６
Ｂ
）
、
西
谷
朋
子
氏
（
蔵
館

５
Ｂ
）が
善
行
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
日
、表
彰
式
が

町
役
場
議
場
で
行
な

わ
れ
、山
田
町
長
か

ら
受
彰
者
に
表
彰
状

並
び
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
、西
谷
朋
子
氏

が
受
彰
者
を
代
表
し

て
、「
身
に
余
る
光

栄
。皆
様
の
支
え
に

感
謝
し
、今
後
と
も

地
域
福
祉
の
た
め
尽

力
し
ま
す
」と
、謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

【
善
行
表
彰
】

▽
成
田
定
雄
氏（
大

鰐
７
Ｂ
）

　
納
税
貯
蓄
組
合
会

計
と
し
て
19
年
尽
力

▽
吉
本
雄
二
氏（
蔵

館
８
）

　
納
税
貯
蓄
組
合
長

と
し
て
19
年
尽
力

▽
岩
渕
照
子
氏
（
大
鰐
６
Ｂ
）

　
納
税
貯
蓄
組
合
会
計
と
し
て
19

年
尽
力

▽
西
谷
朋
子
氏
（
蔵
館
５
Ｂ
）

　
大
鰐
町
民
生
児
童
委
員
と
し
て

17
年
尽
力

平
成
26
年
度
大
鰐
町
表
彰

雹
害
に
関
す
る
要

望
書
を
町
に
提
出

　
農
業
委
員
会
（
会
長
髙
橋
藤
人
）

が
10
月
６
日
、果
樹
共
済
掛
け
金
助

成
の
増
額
及
び
果
樹
共
済
補
償
評

価
に
関
す
る
要
望
書
を
町
に
提
出

し
ま
し
た
。

　
髙
橋
会
長
は「
今
年
９
月
12
日
に

当
町
や
弘
前
市
な
ど
で
降
雹
に
よ

る
り
ん
ご
へ
の
被
害
が
発
生
し
、生

食
用
と
し
て
の
出
荷
が
厳
し
い
被

害
状
況
下
に
あ
る
」と
現
状
を
伝
え
、

「
り
ん
ご
生
産
者
の
自
然
災
害
に
対

す
る
備
え
と
し
て
、果
樹
共
済
へ
の

更
な
る
加
入
促
進
の
為
に
も
、掛
け

金
の
町
助
成
を
10
％
か
ら
30
％
に

引
上
げ
。
補
償
評
価
に
つ
い
て
、市

場
等
の
選
果
基
準
に
見
合
っ
た
評

価
と
な
る
よ
う
町
か
ら
の
要
望
を

し
て
ほ
し
い
」
と
、
山
田
町
長
に
要

望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
鰐
地
区
り
ん
ご
士
会
連

絡
協
議
会（
会
長
原
子
尚
之
）、大
鰐

地
区
り
ん
ご
共
防
連
絡
協
議
会（
会

長
水
木
將
夫
）
、
弘
果
大
鰐
地
区
り

ん
ご
連
絡
協
議
会（
会
長
八
木
橋
孝

男
）
が
、
雹
に
よ
る
被
害
が
経
営
に

重
く
の
し
か
か
る
現
状
を
伝
え
、「
生

産
費
の
助
成
、災
害
資
金
の
利
子
補

給
、住
民
税
の
減
税
措
置
な
ど
に
関

す
る
要
望
書
」を
町
に
提
出
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
要
望
書
を
受
け
て
、山

田
町
長
は「
議
会
を
は
じ
め
関
係
機

関
と
協
議
し
、対
応
を
検
討
し
た
い
」

と
、
語
っ
て
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
髙
橋
藤
人
会
長
が
要
望

書
を
提
出

大
鰐
地
区
り
ん
ご
士
会
連
合
会
の
原
子

尚
之
会
長
が
要
望
書
を
提
出
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■　建設課だより・町の話題　■

町
の
文
化
祭

【
美
術
展
】

　
第
39
回
お
お
わ
に
文
化
祭
の
美

術
展
が
10
月
31
日
か
ら
11
月
３
日

ま
で
、町
中
央
公
民
館
で
行
な
わ
れ
、

お
お
わ
に
文
化
幼
稚
園
な
ど
約
30

団
体
の
作
品
な
ど
が
展
示
、披
露
さ

れ
ま
し
た
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
　
Ｉ

Ｎ
　
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｉ

　
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｉ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
サ

ポ
ー
ト
主
催
に
よ
る「
第
６
回
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
　
Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｉ
」
が
10
月
12
日
、
１
０

０
名
ほ
ど
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
ス
タ
ー
ト
地
点
の
鰐

c
o
m
e

か
ら
、
碇
ヶ
関
「
関
の
庄
」
、
島

田
、
早
瀬
野
地
区
を
経
て
、
阿
闍
羅

山
を
一
周
す
る
20
キ
ロ
、ひ
ば
の
国

ま
で
の
往
復
10
キ
ロ
コ
ー
ス
に
そ

れ
ぞ
れ
分
か
れ
、晴
天
の
秋
空
の
中
、

元
気
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
。

第
35
回
大
鰐
町

硬
式
テ
ニ
ス
大

会
結
果

　
第
35
回
大
鰐
町
硬
式
テ
ニ
ス
大

会
が
10
月
12
日
、あ
じ
ゃ
ら
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
29
ペ
ア
が
参
加
し
て
行

な
わ
れ
、
梅
津
慎
悦
・
佐
藤
由
紀
子

ペ
ア
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

▽
優
勝･･･

梅
津
慎
悦
（
弘
前
市
）・

佐
藤
由
紀
子
（
弘
前
市
）

▽
準
優
勝･･･

原
　
雄
策（
青
森
市
）・

今
　
美
樹
（
五
所
川
原
市
）

町
長
杯
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
開
催

　
大
鰐
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
が
９
月
26
日
、参
加
選
手
２

３
４
名
（
エ
ン
ト
リ
ー
）
で
行
な
わ

れ
、グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

各
組
男
女
最
上
位
者
に
よ
る
プ
レ
ー

オ
フ
の
結
果
、男
子
が
田
附
慶
一
さ

ん（
五
所
川
原
）、女
子
は
石
山
ミ
ツ

子
さ
ん
（
弘
前
）
が
輝
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、各
グ
ル
ー
プ
別
上
位
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
赤
組
・
男
子
】①
田
附
慶
一
（
五
所

川
原
）②
斉
藤
金
一（
黒
石
）③
石
郷

昭
博（
大
鰐
）【
赤
組
・
女
子
】①
石
山

ミ
ツ
子（
弘
前
）②
鳴
海
サ
ツ
エ（
平

川
）③
大
平
愛
子（
黒
石
）【
青
組
・
男

子
】①
越
前
定
三（
大
鰐
）②
山
本
　

実（
五
所
川
原
）③
石
田
隆
也（
弘
前
）

【
青
組
・
女
子
】①
工
藤
　
富（
大
鰐
）

②
舘
田
啓
子
（
青
森
）③
斉
藤
幸
子

（
大
鰐
）【
黄
組
・
男
子
】①
山
谷
誠
一

（
平
川
）②
小
林
孝
弘
（
青
森
）③
油

川
良
二（
大
鰐
）【
黄
組
・
女
子
】①
金

子
み
え（
青
森
）②
黒
石
美
智（
平
川
）

③
宇
野
て
ち
ゑ
（
黒
石
）
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建設課からのお知らせ

■除雪作業にご協力を
●深夜作業にご協力を　●融・流雪溝の蓋は使用中以外はきちんと確実に閉めてく

ださい　●道路に雪を捨てないでください　●路上駐車はやめましょう　●作業中

の除雪車両には近寄らないでください　●通行規制にご理解とご協力を　　

■融・流雪溝利用にあたっては十分注意してください
①融・流雪溝の利用者が蓋を開けたままにして、これに歩行者がつまずいたり、落ち

たりしてケガ等をした場合は、利用者の責任となりますので注意して利用してくだ

さい。

②正しい利用方法をせずに蓋等が破損した場合は、利用者の自己負担となることも

あります。

●建設課だより

蓋に物を挟んでお
いたり、開けっ放し
は危険です。使っ
たらきちんと閉め
ましょう。

■雪置き場をスキーセンター「プラザ」駐車場内へ設置します。

自然環境を守るためにもゴミは持ち込まないで下さい。

また、雪を置く際は奥から順に置いて下さい。

●期間　１月～３月中旬（予定・注１）

●時間　８時～17時

■詳しくは　町役場建設課48－2111内線442・443・444（加川・田中・齋藤）

　融・流雪溝は大事に扱いましょう。

　快適な雪国の暮らしには、地域住民のご協力が必要です。

雨池スキーコミュニティセン

ターと間違わないでください。

【平成26年度除雪委託業者一覧】

　　　　　　地区 　　業者名 電話番号

長峰・九十九森・唐牛・蔵館 （株）築舘土木 48-4791

蔵館・長峰・元長峰・苦木 (有)横山土木 48-4899

駒木・駒ノ台・日の出・前田ノ沢 （株）片山組 48-2875

大鰐 （株）片山組 48-2875

大鰐・蔵館 （株）片山組 48-2875

虹貝・三ツ目内・居土 木村工務店 47-6358

虹貝・早瀬野・島田 (有)三浦産業 48-4450

居土・折紙・高野新田 (有)三浦産業 48-4450

早瀬野・島田・青森ロイヤルホテル ろいやるファクトリー（株） 48-2881

森山・鯖石・宿川原・八幡館・大鰐 （株）片山組 48-2875

居土・三ツ目内 木村工務店 47-6358

大鰐・蔵館・虹貝 （株）片山組 48-2875

蔵館・元長峰 （株）築舘土木 48-4791

長峰・苦木・九十九森・唐牛 (有)横山土木 48-4899

大鰐・蔵館・宿川原・虹貝 （株）片山組 48-2875

大鰐町全域 大鰐町 48-2111

居土・三ツ目内・虹貝・宿川原・森山・

鯖石・八幡館
大鰐町 48-2111

委託路線

除雪ドーザ（大路地）

除雪ドーザ（小路地）

小型除雪ドーザ（小路地）

凍結防止抑制剤散布車

区分

直営路線

注１）２／１（日）～２／８（日）の間は、全国中学校スキー大

会駐車場とするため閉鎖します。代わりにサーフプール駐

車場を開放しますので、宜しくご協力をお願いします。

スキーセンター「プラザ」

雪置き場

至町内

（あじゃら高原スキー場）
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■　保健福祉課だより　■

保育園（所）名 経営主体 定員数 保育対象年齢 開所（園）時間 連絡先

大鰐保育園 社会福祉法人　千徳会 60名 生後６週間～ 午前７時～午後７時 48－2285

蔵館保育園 社会福祉法人　松栄会 60名 生後６週間～ 午前７時～午後７時 48－3805

あじゃら中央保育園 社会福祉法人　和洋会 60名 生後６週間～ 午前７時～午後８時 49－1122

あじゃら東保育園 社会福祉法人　和洋会 30名 生後６週間～ 午前７時～午後７時 48－2110

おおわに文化幼稚園 学校法人　北原学園 90名 満３歳～ 午前８時～午後６時 48－5366

【町内保育園・幼稚園一覧】

　※幼稚園・保育園を見学される場合は、事前に電話連絡をお願いします。

　※町外の幼稚園・保育園（所）へ入所希望の方は、事前にご連絡ください。

■詳しくは　町役場保健福祉課48-2111内線306（石郷）

●保健福祉課だより

■利用手続きの流れ

　●幼稚園等を利用希望の場合（１号認定希望の場合）

募集要項を各幼稚園等で配布中。ご希望の方は幼稚園等までご連絡ください。

　11月頃から

①幼稚園等に直接、利用申し込み（③の認定申請も同時に可能）

②幼稚園等から入園の内定（定員超過などには選考有）

③幼稚園等を通じて利用のための認定を申請

④幼稚園等を通じて町から認定証が交付（１号認定）

⑤幼稚園等と契約

　●保育所等を利用希望の場合（２号、３号認定希望の場合）

入所案内を、町、各保育所等で配布予定。ご希望の方は町、保育所等までご連絡ください。

　継続して入所の場合・・・12月頃から　　　　新規に入所される場合は・・・平成27年１月頃から

①町に「保育の必要性」の認定を申請（③の利用希望の申込みも同時に可能）

②町から認定証が交付（２号・３号）

③保育所等の利用希望の申込み（希望する施設名などを記載）

④申請者からの希望、保育所等の状況などから町が利用調整

⑤利用先の決定後、契約

　※幼稚園については、新制度に移行する園と、現行制度のまま継続する園があり、各園の判断においてどち

らかを選択することとなります。現行制度のまま継続する幼稚園の利用手続きの流れは、これまでどおりで

す。

■利用料（保育料）　国が定める水準を上限として、保護者の所得に応じて町が設定します。

新制度における入園・入所手続きや利用料（保育料）等についても詳細が決定しましたら、順次お知らせする予

定です。

（平成26年12月１日現在）

　　手続きが変わります
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■新制度で利用できる教育・保育の場

●幼稚園（３歳～５歳） 【幼児期の教育を行う学校】

・親の就労状況に関わらず入園できます。

●保育所（０歳～５歳） 【就労などのため家庭で保育のできない保護者に代わって保育する施設】

・両親ともに就労している等の理由が必要です。

●認定こども園（０歳～５歳）【教育と保育を一体的に行う施設】

・保護者が働いていても、いなくても利用できます。

・「子育て支援の場」もあります。

●地域型保育（０歳～２歳） 【施設より少人数の単位で、０歳～２歳の子どもを預かる事業】

　※小規模保育、家庭的保育、事業所内保育、居宅訪問型保育(町内事業者は未定)

■利用するためには

　施設などの利用を希望する保護者の方に、次の３つの認定区分に応じた認定を受けていただきます。

●１号認定　・・・　教育標準時間認定

お子さんが満３歳以上で、教育を希望する場合

【利用先】　幼稚園、認定こども園　

●２号認定　・・・　満３歳以上・保育認定

お子さんが満３歳以上で、保護者の就労または疾病等のため、保育所等での保育を希望する場合

【利用先】　保育所、認定こども園

●３号認定　・・・　満３歳未満・保育認定

お子さんが満３歳未満で、保護者の就労または疾病等のため、保育所等での保育を希望する場合

【利用先】　保育所、認定こども園、地域型保育

■認定にあたって（保育の必要性の事由）

保育所などを利用する場合には、保育の必要な事由に該当することが必要ですが、これまでの事由（保育に欠

ける事由）より、広がりました。

【保育を必要とする事由】　※太文字部分が新たに加えられた事由です。

認定こども園や幼稚園、保育所などの入園・入所　　　

●保健福祉課だより

●就労（フルタイムのほか、パートタイム、夜間、居宅内

の労働など、基本的にすべての就労を含む）

●妊娠、出産

●保護者の疾病、障害

●同居又は長期入院等している親族の介護・看護

●災害復旧

●求職活動

●就学

●虐待やＤＶのおそれがあること

●育児休業取得中に、既に保育を利用している子

どもがいて継続利用が必要であること

●その他、上記に類する状態として市町村が認め

る場合

　平成27年度から子ども・子育て支援新制度がスタートする予定です。

　新制度では「幼稚園」と「保育所」に加えて「認定こども園」の普及を図

ることや、「地域型保育」を新設することによって、教育・保育の場を増や

す取組を進めることとされています。
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消防署　南分署

48－2108

平成26年度全国統一防火標語　

■　警察署・消防だより　■

火
災
の
な
い
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
！

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
ヶ
月
と
な
り
、

家
の
大
掃
除
や
年
越
し
の
お
買
い
物
な
ど
、
一

年
の
う
ち
で
最
も
慌
し
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
忙
し
さ
の
あ
ま
り
、
防
火
に
対
す
る
注
意

が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
み
な
さ
ん
は
こ
の
一
年
に
一
度
の
大
掃
除
が
、

火
災
を
未
然
に
防
止
で
き
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？

　
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
電
化
製
品
の
プ
ラ

グ
は
、
常
時
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
こ
ん
で
使
用

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
実
は
こ
の
プ
ラ
グ
を

差
し
こ
ん
だ
状
態
で
長
期
間
使
用
す
る
と
、
コ

ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
間
に「
ほ
こ
り
」が
た
ま

り
、
空
気
中
の
水
分
が
こ
の
「
ほ
こ
り
」
に
吸
収

さ
れ
、「
ほ
こ
り
」の
間
が
通
電
状
態
と
な
り
、突

然
高
熱
が
発
生
し
、
火
災
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、み
な
さ
ん
が
よ
く
耳
に
す
る「
タ
コ
足

配
線
」は
、テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
を
容
量
が
超
え
た

状
態
で
使
用
し
て
い
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ

の
コ
ー
ド
が
発
熱
し
、
火
災
の
原
因
と
な
る
も

の
で
す
。
そ
の
他
、
コ
ー
ド
に
重
い
物
を
乗
せ

た
ま
ま
で
の
使
用
や
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
で

の
使
用
も
火
災
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ
の
大

掃
除
の
機
会
に
電
化
製
品
の
プ
ラ
グ
や
コ
ン
セ

ン
ト
、コ
ー
ド
な
ど
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
鰐
町
で
は
昨
年
一
年
間
に
５
件
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
今
年
も
11
月
上
旬
ま
で
に
３
件

の
火
災
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
火
災
は

一
瞬
に
し
て
皆
さ
ん
の
貴
重
な
財
産
と
、
尊
い

人
命
を
も
奪
い
か
ね
ま
せ
ん
。
火
災
の
な
い
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、地
域
一
体
と
な
っ

て
火
の
用
心
に
心
が
け
、
新
し
い
年
を
迎
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

大
鰐
町
の
み
な
さ
ん
！

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」設
置

し
て
い
ま
す
か
？

　
住
宅
火
災
か
ら
み
な
さ
ん
の
大
切
な
生
命
を

守
る
た
め
に
、平
成
20
年
６
月
１
日
よ
り
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
、６
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
お
宅
で
は
設
置
し
た
で
し
ょ

う
か
？

　
最
近
、
住
宅
火
災
に
よ
り
亡
く
な
る
方
は
、
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
今
後
も
高
齢
化
社
会
の
進
展

と
と
も
に
、住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
方
が
さ
ら
に

増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
当
事
務
組
合
管
内
で
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
火
災
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
」、ま
た「
火
災
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
」と
い
う
事
例

が
た
く
さ
ん
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置

し
て
い
な
い
お
宅
が
あ
り
ま
し
た
ら「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
の
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、消
防
職
員
は「
消
火
器
・
住
宅
用
火
災
警

報
器
」な
ど
の
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、悪
質
な
訪
問
販
売
に
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は

消
防
本
部
予
防
課

32
―
５
１
０
４
、ま
た
は
南

分
署

48
―
２
１
０
８
ま
で

もういいかい

火を消すまでは　まあだだよ　

もういいかい

火を消すまでは　まあだだよ　



・●　9　●・

●―――広報　おおわに・平成26年12月号―――●

『
振
り
込
め
詐
欺
』
等
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
! 

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
黒
石
警
察
署
大
鰐
分
庁
舎
ま
で

黒石警察署
大鰐分庁舎
だより

48－2241

■黒石警察署大鰐分庁舎管内交通事故発生状況（平成26年10月末累計）

　19

０

　27

　96

　

　　５

０

　　８

　－36

　　

　24

０

  32

　125

発生件数

死者

傷者

人
身
事
故

大鰐町大鰐分庁舎管内

物件事故

26年前年比26年 前年比

　５

　０

　９

－22

■年末年始特別警戒活動実施中

　青森県警察では、年末年始にかけ

「年末年始特別警戒活動」を実施しま

す。年末年始は、何かと慌ただしく、

心にゆとりがなくなりがちです。

ちょっとした油断から犯罪や事故に

巻き込まれるおそれがありますので、

次の点に注意しましょう。

◎強盗対策

○防犯カメラ・ビデオ等防犯設備の整

備・点検

○コンビニエンスストア等における

深夜時間帯の複数勤務体制

○強盗模擬訓練の実施

○カラーボール等の設置

○お客様への積極的な声がけ

◎侵入窃盗対策

　住宅を対象とした侵入窃盗は、被害

者の約８割が鍵をかけていません。

　お出掛けの際は、短時間でも確実に

施錠しましょう。

　防犯性能の高い錠や防犯ガラスに

取り替えたり、警報装置やセンサーラ

イトなどの防犯器具を活用すること

も有効です。

◎車上ねらい・自動車盗対策

　車両から離れる際は、短い時間で

あっても、車内にバッグや貴重品を置

きっぱなしにせず、窓を完全に閉め、

確実にドアロックしましょう。

◎特殊詐欺被害防止対策の徹底

　もうけ話詐欺をはじめとする特殊

詐欺の被害が多発しています。「トラ

ブル解決名目詐欺」「ロト６当選番号

詐欺」など、手口は様々です。身に覚え

のない電話やメールが届いたら、迷わ

ず家族や警察に相談してください。

（※レターパックで現金を送ることは

できません。）

■「年末・年始の運転免許業務の

お知らせ」

　～運転免許証更新などの手続きがで

きる日に注意しましょう～

　平成26年12月29日から平成27年１月

３日までは、年末年始の休日となります。

　運転免許業務の実施日は次のように

なりますので、ご注意ください。

◎運転免許証の更新、再交付申請等

【区分／平成26年最終日／平成27年開

始日／受付場所】

●更新手続き／12月26日（金）／１月４

日（日）／①弘前自動車運転免許試験場

●更新手続き／12月26日（金）／１月５

日（月）／②黒石警察署等

●更新手続き／12月28日（日）／１月４

日（日）／③青森県運転免許センター

●再交付申請・国外運転免許申請／12

月26日（金）／１月５日（月）／①弘前自

動車運転免許試験場・②黒石警察署等・

③青森県運転免許センター

　注）運転免許証の更新ができる期間

は、誕生日の前後１ヶ月ずつの２ヶ月

間で、有効期間の末日（誕生日の１ヶ月

後）が年末年始の休日に当たる方は、平

成27年１月５日まで有効とみなされま

す。

　また、年末年始の期間（特に年始）は

更新窓口が大変混み合いますので、お

早めに更新手続きをされるようお願い

します。

　★更新等の手続きについて、詳しく

お知りになりたい方は、黒石警察署又

は青森県運転免許センターの免許係に

お問い合わせ下さい。

　黒石警察署（0172－52－2311）青森

県運転免許センター（017－782－

0081）

■冬の交通安全県民運動のお知らせ

１.期間　平成26年12月11日（木）～12

月20日（土）までの10日間

２.運動の重点

（１）高齢者の交通事故防止

　運転者の皆さんは、ライトを早めに

点灯し、見ること・見せることを徹底

し、高齢の方は運転者から発見されや

すい明るい目立つ色の衣服等と反射材

用品の着用を心掛け、交通事故に遭わ

ないようにしましょう。

（２）飲酒運転の根絶

　飲酒運転は重大な犯罪です。

　運転者だけでなく、車両の提供者や

酒類の提供者・車両の同乗者にも厳し

い罰則が設けられていることを十分認

識し、家族や会社ぐるみで飲酒運転の

根絶を徹底しましょう。

（３）冬道の安全運転の推進

　積雪・凍結路を走行する際は、確実に

冬道用タイヤを装着し、冬道の特殊性

を理解したうえで、急ブレーキ・急ハン

ドル・急加速を避け、「時間・車間距離・

心」に“ゆとり”を持った運転を心掛け

ましょう。

（４）踏切事故の防止

　踏切前では一時停止を確実に行い、

安全確認を徹底してください。

　万が一、車の故障などによって、踏切

内で動けなくなったときは、迷わず踏

切に設置されている非常ボタンを押し

て、列車に危険を知らせてください。

３.皆さんへお願い

　夕暮れ時や夜間の外出時には「反射

材用品」を身に付けましょう。

■12月10日から16日までは『北朝

鮮人権侵害問題啓発週間』です

　毎年12月10日から同月16日までは

「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。

北朝鮮当局による人権侵害問題に関す

る国民の認識を深めるとともに、国際

社会と連携しつつ北朝鮮当局による人

権侵害問題の実態を解明し、その抑止

を図ることを目的としています。

　北朝鮮による拉致容疑事案は、これ

まで13件発生しており、これらの事案

において北朝鮮に拉致された被害者

は、19人に上っております。

　警察では、全国の警察が一体となり、

関係機関と連携し総力を挙げて日本人

拉致に関する捜査を推進していますの

で、情報のある方は、警察までお知らせ

下さい。　黒石警察署52－2311
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　地方税法では、勤務先の事業主は、従業員の給与から従業員の市町村・県民税（以下「個人住民税」とい

います。）を天引きし、各市町村へ納入することを定めています。

　事業主が従業員の給与から個人住民税を天引きすることを「特別徴収」と言い、天引きする事業主の

ことを「特別徴収義務者」と言います。

　中南地域県民局県税部と管内７市町村は、これまで連携して特別徴収の徹底を図ってきましたが、平

成27年度からは法令を遵守し、すべての事業主の方に特別徴収義務者となっていただくよう準備をし

ております。

　事業主及び従業員の皆様には、法令の趣旨を御理解いただき、特別徴収実施に向けての準備をお願い

いたします。

■お問い合わせは

弘前市役所市民税課 40-7024 黒石市役所税務課 52-2111

平川市役所税務課 44-1111 西目屋村役場税務会計課 85-2805

藤崎町役場税務課 75-3111 大鰐町役場税務課 48-2111

田舎館村役場税務課 58-2111 中南地域県民局県税部 32-4341

①事業主は、各市町村へ給与支払報告書を提出します。（１月31日までに提出）

②市町村は、提出された給与支払報告書や確定申告書を基に、毎月の給与から天引きする税額を計算します。

③④市町村は、５月末までに、事業主と従業員へ天引きする税額を通知します。

⑤事業主は、通知された税額を従業員の給与から天引きします。

⑥事業主は、天引きした税金を金融機関に納入します。納入書は市町村が③の通知書と一緒に事業主へお送

りします。

■特別徴収は従業員にとって便利な制度です

○１回当たりの納付額の負担が少ない。（個人納付は年４回で納付 → 年12回で納付）

○納付のために金融機関の窓口に行く必要がない。

○納め忘れがない。

　など、従業員にとって大変便利な制度です。

　ご不明な点は各市町村へお問い合わせください。

青森県と市町村から重要なお知らせです
●税務課だより

●事業主及び従業員の皆様へ

②税額を計算

①給与支払報告書の提出

（１月31日まで）

【市町村】 【事業主】 【従業員】

③特別徴収税額の通知

（事業主用・従業員用）

（５月31日まで）

⑥納入（翌月10日まで）

④特別徴収税額の通知

（従業員用）

⑤税の徴収

（６月～翌年５月の

給与支払時）

→→

→
→→

個人住民税の特別徴収義務者を一斉指定します

■個人住民税の特別徴収のしくみ

■　町農業委員会・保健福祉課・税務課だより　■
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※

　これまで、公的年金を受給する方は児童扶養手当を

受給できませんでしたが、平成26年12月以降は、年金

額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童

扶養手当を受給できるようになります。

　児童扶養手当を受給するためには、お住まいの市区

町村への申請が必要です。

　※遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など

■今回の改正により新たに手当を受け取れる場合

・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年

金を受給している場合

・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを

受給している場合

・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の

遺族厚生年金のみを受給している場合

　など

　《参考：児童扶養手当の月額》 （平成26年４月～）

・子ども１人の場合

　全部支給･･･41,020円　　　一部支給･･･41,010円～

9,680円（所得に応じて決定されます）

平成26年12月１日から

「児童扶養手当法」の一部が改正されます 　大切なお知らせです！

●保健福祉課だより

・子ども２人以上の加算額

　２人目･･･5,000円、３人目以降１人につき･･･3,000円

　※受給している年金額が手当額よりも低いかどう

かは、お住まいの市区町村へご相談ください。

■新たに手当を受給するための手続き

　児童扶養手当を受給するためには、お住まいの市

区町村への申請が必要です。

　平成26年12月より前であっても、事前に申請が可

能です。

■支給開始日

　手当は申請の翌月分から支給開始となります。た

だし、これまで公的年金を受給していたことにより

児童扶養手当を受給できなかった方のうち、平成26

年12月１日に支給要件を満たしている方が、平成27

年３月までに申請した場合は、平成26年12月分の手

当から受給できます。

　平成26年12月～平成27年３月分の手当は、平成27年

４月に支払われます。

■詳しくは　町役場保健福祉課48－2111内線303

■あなたの老後の備えは大丈夫？

●国民年金の支給額は･･･年額157万円

農業者の皆さんが加入している国民年金の支

給額は、40年加入で月額約６万５千５百円、夫

婦あわせて月額約13万１千円です。

●老後の家計費現金支出は･･･年額280万円

高齢農家世帯（世帯主が65歳以上の夫婦２

人）の家計費は現金支出で月額約23万３千円

です。（平成15年農林水産省統計）

　このように、国民年金だけでは十分とは言えず、老後の生活は自分で準備する必要があります。

　老後の備えに、家族みんなが加入しましょう。

農業者年金のお知らせ

●65歳以降の年金額を計算するための予定利率は

1.05％で計算しています。

●年金額は65歳裁定における年金額（年額）で農業

者老齢年金と特例付加年金を合算した金額であり、

年金受給総額は農業者年金受給加入者の65歳での

平均余命を考慮し、男性86.5歳、女性92.0歳まで生

存した場合の受取総額です。

●国庫補助額は、もっとも有利な政策支援を受けた

加入

年齢

納付

期間

保険料納付総額

本人負担分 国庫補助額

■将来の年金額（試算）

合計額

性別

40歳

30歳

20歳

20年

30年

40年

408

588

744

　72

132

216

480

720

960

男

女

男

女

男

女

30.9

26.2

51.0

43.1

74.8

63.1

665

707

1,096

1,163

1,609

1,703

年金額

（年額）
年金受給総額

運用利回り２％の場合　※農業者年金の保険料が月額２万円の場合。 単位：万円

場合の金額です。

●40歳を超えて加入し、保険料補助を受けるために

は、旧制度の保険料納付済期間等と合算して20年要

件を満たす必要があります。

●上記の試算額は、農業者年金基金ホームページの

「年金シミュレーター」により、平成26年４月に試算

したものてす。

■詳しくは　町農業委員会48－2111内線422・421

そ
れ
に
対
し
て

●町農業委員会だより

●―――広報　おおわに・平成26年12月号―――●
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■　俳句の街づくり・行事予報・津軽広域連合だより　■

津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館
村・西目屋村の８市町村により、介護認定審査および障害程度区分判定審
査・各種ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地
方公共団体です。

VOL.60

「いろんなイベントに出かけよう！」

市町村イベントカレンダー

弘
前
エ
レ
ク
ト
リ
カ
ル

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弘
前
市

　
今
や
弘
前
の
冬
の
風
物
詩
と
し

て
定
着
し
て
い
る「
エ
レ
ク
ト
リ
カ

ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
。
期
間
中
は
、

洋
館
な
ど
の
文
化
財
が
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
る
ほ
か
、色
鮮
や
か
な
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
通
り
や
市
内
各

所
に
取
り
付
け
ら
れ
、幻
想
的
な
空

間
を
演
出
し
ま
す
。

　
眺
め
て
い
る
だ
け
で
気
持
ち
が

満
た
さ
れ
、な
ぜ
か
心
が
温
か
く
な
っ

て
く
る
―
。
そ
ん
な
幸
せ
な
気
分

に
な
れ
る
ひ
と
と
き
を
あ
な
た
も

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き
　
２
月
28
日
ま
で
の
日
没

～
午
後
11
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
周
辺
、追
手
門

広
場
、蓬
莱
広
場
、駅
前
公
園
、え
き

ど
て
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
な
ど

▽
内
容
　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点

灯
、
文
化
財
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
関
連

イ
ベ
ン
ト
な
ど

　
※
点
灯
場
所
な
ど
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
　
弘
前
市
観
光
政
策

課

35
―
１
１
２
８

高
さ
33
ｍ
、
白
絹
の
よ
う
な
滝

市役所側から見た追手門広場（写真は昨年の様子）

第
21
回
乳
穂
ヶ
滝
氷
祭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
目
屋
村

　
西
目
屋
村
の
冬
の
恒
例
行
事「
第

21
回
乳
穂
ヶ
滝
氷
祭
」を
開
催
し
ま

す
。

　
こ
の
滝
は
、冬
に
乳
穂
の
よ
う
に

氷
結
す
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ

り
、
昔
か
ら
そ
の
太
さ
、
形
状
な
ど

に
よ
っ
て
そ
の
年
の
津
軽
の
作
物

の
豊
凶
が
占
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
祭
り
で
は
豊
作
祈
願
、豊
凶
占
い

な
ど
の
伝
統
的
な
神
事
が
執
り
行

わ
れ
る
ほ
か
、ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な

ど
の
催
し
物
や
売
店
が
出
店
さ
れ

ま
す
。

　
詳
細
は
、決
ま
り
次
第
、随
時
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(http://www.nishimeya.

j
p
/
)

な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
２
月
15
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
　
乳
穂
ヶ
滝（
西
目
屋
村

大
字
田
代
字
名
坪
平
）

■
詳
し
く
は
　
目
屋
観
光
協
会
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●12/６～７　平川ねぷたまつり冬の陣
ねぷたまつりを冬期も開催。過去最高の
15台のねぷたが出陣。　平川市商工観光
課44-1111
●12/13　The津軽三味線2014冬　津軽三
味線300人大合奏など、本場ならではの迫
力と感動を体感できるイベントです。　
The津軽三味線実行委員会（弘前商工会議
所）33-4111
●12月下旬　食＆農フェスタ　板柳町産
のりんごやお米など、良質な農産物を堪
能できる催しが盛りだくさん。　板柳町
経済課地域振興係73-2111
●12/14　お正月飾り教室　古代米を利用
したお正月飾りを手作りしませんか？申
し込みは12月11日まで　田舎館村総合案
内所「遊稲の館」58-4689
●12/20　大鰐温泉スキー場シーズンオー
プン　今シーズンのオープンを祝して、
たいまつ滑走などのセレモニーが行われ
ます。　大鰐温泉スキー場・あじゃら公
園管理事務所49-1023
●12/23～12/25　弘前プロジェクション
マッピング　旧弘前市立図書館に弘前の
魅力を詰め込んだプロジェクションマッ
ピングを投影します。　弘前市観光政策
課35-1128

●１/１　常盤八幡宮年縄奉納行事　元日
の朝、巨大な年縄を奉納し、新しい年の五穀
豊穣や家内安全を祈願する伝統行事。常盤
地区コミュニティ協議会65-2959
●１/１　元旦マラソン（板柳町）　元日の
朝、町内を走るマラソン大会。お楽しみ抽
選会もあります。　板柳町教育委員会生涯
学習課72-1800
●１/２　こけし初挽き　正月の恒例行事。
白装束に身をまとった工人が新年最初のこ
けしを作ります。　津軽こけし館 5 4 -
8181
●１/18　３色うどん打ち教室　古代米入
りの３色うどんをあなた自身の手で打って
みませんか？　申し込みは１月15日まで。
田舎館村総合案内所「遊稲の館」58-4689
●２月上旬　雪の降るさと2015　たくさん
の雪だるまに灯されたローソクが会場を彩
ります。雪を使ったイベント盛りだくさ
ん。　津軽伝承工芸館59-5300
●２月中旬　なべ―ワングランプリ　各店
自慢の鍋料理を販売し、１番を決める鍋の
祭典。その他アトラクションなどもあり。
藤崎町商工会75-2370
●２/１　旧正マッコ市　市内参加店で早
朝に買い物するとマッコ（お年玉）がもらえ
ます。恒例の福まきも人気です。　黒石商
店街協同組合53-6030
●２/６　平賀はしご酒まつり　参加店の
中から指定された軒数をはしごし、ゴール
後豪華賞品が当たる抽選に挑戦。　平賀は

しご酒まつり実行委員会事務局44-3055
●２/７～２/11　弘前城雪燈籠まつり　大
小さまざまな雪燈籠や大雪像、大型滑り台
など。夜はライトアップで幻想的に演出。
弘前市立観光館37-5501
●２/７　全日本ずぐり回し選手権大会　
津軽地方冬の遊び「ずぐり回し」の全国大
会。子供から大人まで、優勝を競います。
黒石こみせまつり実行委員会（黒石商工会
議所内）52-4316
●２/７　板柳はしご酒らりー　どのお店
に行くかは当日のお楽しみ。豪華賞品が
当たる抽選会もあります。　板柳町商工
会73-3254
●２/11　りんごの里いたやなぎ雪まつり
雪上ゲーム大会、もちつき、みかんまきな
ど、雪に親しみ冬を楽しむまつりです。　
板柳町経済課地域振興係73-2111
●２/15　第21回乳穂ヶ滝氷祭　豊凶占い、
豊作祈願などの伝統行事が行われるほか、
ステージショーが催されます。　目屋観
光協会85-2800
●２/21　黒石じょんから宵酔酒まつり
飲み処「よされ横丁」界隈の店をまわり
ゴールすると抽選で豪華景品が当たりま
す。　同実行委員会（黒石観光協会内）
52-3488
●２/25　猿賀神社七日堂大祭　柳の大枝
を盤上に打ちつけ出来秋の豊凶を占う柳
からみ神事やゴマの餅まきが行われます。
猿賀神社57-2016
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行事予報
○クリスマスお楽しみ会（町総合福祉センター／出店・遊びのコーナー・工作コー

ナー・ダンスステージなど／10：00～）

○第29回大鰐町社会福祉大会（町総合福祉センター／９：30～）

○大鰐温泉スキー場オープン（国際エリア）

○町立小・中学校終業式

○仕事納め

12月 ■天候等による日程の変更にご注意ください。

１月

７日（日）

10日（水）

20日（土）

22日（月）

26日（金）

ＥＶＥＮＴ

俳
句
箱
入
選
句
　

小
・
中
学
生
の
部

二
九
三
句

高
校
・
一
般
の
部

　
七
九
句

合
計

三
七
二
句
　

【
優
秀
賞
】

●
小
・
中
学
生
の
部

ぐ
み
の
み
が
あ
か
い
い
ろ
し
て
か
わ
い
い
な
　
　
鰐
小
一
年

冨
山
涼
央

風
に
ゆ
れ
秋
を
な
が
め
る
大
い
ち
ょ
う
　
　
　
　
長
小
三
年

髙
谷
大
空

モ
ン
シ
ロ
ち
ょ
う
き
れ
い
な
花
を
え
ら
ん
で
る
　
鰐
小
四
年

畑
中
百
夏

山
頂
へ
秋
の
道
の
り
果
て
し
な
い
　
　
　
　
　
　
鰐
小
五
年

山
中
愛
偉

流
れ
星
宇
宙
の
歴
史
連
れ
て
来
る
　
　
　
　
　
　
鰐
小
五
年

太
田
悠
飛

い
ち
ょ
う
黄
葉
空
い
っ
ぱ
い
に
葉
を
広
げ
　
　
　
長
小
五
年

外
崎
陽
花

秋
の
朝
ふ
と
ん
の
中
で
ね
こ
に
な
る
　
　
　
　
　
蔵
小
五
年

工
藤
羽
桜

焼
き
い
も
の
甘
い
か
お
り
に
ほ
お
を
つ
け
　
　
　
蔵
小
六
年

澤
田
詩
音

グ
ラ
ン
ド
に
息
を
ふ
き
こ
む
秋
の
風
　
　
　
　
　
鰐
二
小
六
年

大
瀬
実
咲

秋
風
に
葉
を
と
ば
し
て
る
大
い
ち
ょ
う
　
　
　
　
長
小
六
年

大
川
敦
己

●
高
校
・
一
般
の
部

台
風
の
最
中
見
え
た
る
夜
景
か
な

茨
城
県

加
藤
君
代

長
き
夜
の
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
熱
か
り
き

岩
手
県

三
田
地
白
畝

茶
臼
山
空
見
上
げ
れ
ば
赤
と
ん
ぼ

弘
前
市

鹿
内
志
津
子

お
お
わ
に
の
茶
臼
山
公
園
む
し
の
声

弘
前
市

藤
原
竹
二

満
月
に
願
い
を
込
め
て
手
を
合
わ
せ

大
鰐
町

山
内
と
も
子

秋
麗
の
み
ち
の
く
歩
き
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

埼
玉
県

森
　
由
里
子

●
俳
句
の
街
づ
く
り
【
第
八
十
三
回
】（
平
成
二
十
六
年
八
月
～
十
月
）

投
句
数

９日（金）

10日（土）～12日（月）

10日（土）～13日（火）

14日（水）～16日（金）

15日（木）～20日（火）

17日（土）

23日（金）～25日（日）

25日（日）

31日（土）

○新年互礼会（町中央公民館／17：00～）

○第65回青森県中学校スキー競技大会（大鰐温泉スキー場）

○第67回青森県高等学校スキー大会（大鰐温泉スキー場）

○平成27年青森県選手権（アルペン）兼ＳＡＪチルドレン大会（大鰐温泉スキー場）

○平成27年青森県選手権（ノルディック）（国体・全日本予選）（大鰐温泉スキー場）

○国体予選（アルペン）／2015青森県選抜マスターズスキー大会（大鰐温泉スキー場）

○第37回東北高等学校スキー選手権大会（大鰐温泉スキー場）

○第26回碇ヶ関学童スキー・リレー競技大会（碇ヶ関小グラウンド）

○あおもりシニアフェスティバルスポーツイベント「スキー交流大会」（大鰐温泉ス

キー場）
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■　お知らせ　■



















































































































る税金です。

　平成26年中に家屋（住宅・物置

等）を取壊して、まだ届出をして

いない方は、平成27年１月30日

（金）までに町役場税務課資産税

係へ連絡して下さい。（すでに

税務課へ連絡している方や滅失

登記されている方は届出の必要

はありません。）

■詳しくは　町役場税務課資産

税係48－2111内線412・417・418

県税納税証明書の交付申

請について

　官公庁の入札参加資格審査申

請、建設業許可申請、所得税確定

申告、金融機関の融資申込みな

どのため、県税（法人県民税・法

人事業税・地方法人特別税、個人

事業税など）の納税額または未

納額がないことの証明書が必要

な方は、次の書類などをご準備

ください。（納税間もない時は、

領収証書を提示してください。）

○本人申請の場合

①申請書（県税部窓口にありま

す。または県ホームページから

ダウンロードできます。）

②納税義務者の印章（ハンコ）

※法人の場合は代表取締役印

③本人確認ができる書類（運転

免許証、パスポートなど写真付

きの公的書類）

④手数料（１件につき青森県収

入証紙400円）

○代理人申請の場合

前記①と④のほか、

⑤委任状（申請書の「委任に関す

る事項」欄を使用することもで

きます。）

・納税義務者（委任者）（法人の場

合は代表者）本人の自書捺印の

ものでお願いします。※法人の

場合は代表取締役印

・申請の手続きを行う者（代理

人）についても代理人の自書捺印

をお願いします。

⑥代理人の印章及び代理人の本

人確認書類（運転免許証、パス

ポートなど写真付き公的書類）

　納税証明書は、納税者の皆様の

大切な情報を証明するものです。

窓口での確認を厳正に行ってい

ますのでご理解をお願いします。

■お問合せは　中南地域県民局

県税部　納税管理課32－1131

内線229・279

①【ミニ門松作り教室】参

加者募集

　ワラや竹、畳表などの身近にあ

るものを使って小さな門松を作

ります。

とき　12月23日（火・祝）　午前９

時半～午後３時

講師　尾崎行雄さん

定員　20組（参加人数にかかわら

ず一家族１個までの製作。）

その他　ワラなどが付いても構

わない、作業しやすい服装でお越

しください。

参加受付　12月６日（土）午前９

時から受付します。（受付の際

は、当施設でのミニ門松作り教室

に参加したことのない方を優先

して受付いたします。）

②【リサイクルそり作り

教室】参加者募集

　木材や竹ざおの切れ端を使っ

てそりを作ります。

とき　１月10日（土）　午前10時

～午後０時

講師　尾崎行雄さん

定員　15組（参加人数にかかわら

ず一家族１個までの製作となり

ます。）

持ち物　軍手、そりに付ける紐

（直径５mm程度のものを約３m）、

自宅にある人は金づち

その他　そりを作った後は、プラ

ザ棟の屋外でそりを使って遊び

ます。雪遊びに参加する方はス

キーウエア等を準備してください。

参加受付　12月21日（日）午前９

時から受付します。

　※なお、年末年始の12月29日～

１月３日は休館日となります。

ところ　弘前地区環境整備セン

タープラザ棟（弘前市大字町田字

筒井6－2）

参加料　無料

■問い合わせ・申込先　弘前地区

環境整備センタープラザ棟（36

－3388、受付時間は午前９時～午

後４時）　※月曜日は休館日で

す。月曜日が祝日の場合は翌日

が休館日となります。

小型除雪機貸出しのお知

らせ

　町では、町内に居住する独力で

除俳雪を行うことが困難な世帯

及び狭隘で通行が困難な公道等

に対して、除雪ボランティアを実

施する団体に小型除雪機の貸出

しを行ないます。

■詳しくは　町役場建設課48

－2111内線442・443・444（加川・田

中・斎藤）

行事開催日訂正のお知らせ

　広報11月号行事予報で掲載し

た大鰐町社会福祉大会の開催日

（平成26年12月２日）が、12月10

日に変更となりましたのでお知

らせします。

■詳しくは　大鰐町社会福祉協

議会47－5151（佐藤）

■
広
報
・
回
覧
物
等
の
速
や
か
な
配
付
回
覧
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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●―――広報　おおわに・平成26年12月号―――●

■
12
月
は
、
町
民
税
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）
第
４
期
・
国
民
健
康
保
険
税
６
期
の
納
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ごみ収集についてのお知

らせ

　毎年、12月31日（水）から１月３

日（土）は年末・年始のためごみの

収集業務をお休みします。

「お願いと注意事項」

●休み期間中は、集積場所等には

ごみを出さないで、各自保管し収

集日の朝に出してください。

●休み期間終了後のごみの収集

日については、「分別収集日程表」

を確認の上、指定の場所に出して

ください。

●生ごみは、水切りを十分に行

なってから、ごみに出して下さい。

●スプレー・カセットボンベ等の

ガス缶は、最後まで使いきり必ず

屋外で穴をあけてガス抜きをし

てからごみに出してください。

　爆発によるごみ収集車の火災

や、処理施設の機械等が破損する

事故が発生すると、ごみ処理に係

る費用が増え、皆さんの負担が増

える可能性もあります。

　引き続き、減量・分別にご協力

ください。

■詳しくは　町役場住民生活課

48－2111内線326番(藤田)

冬期間の火葬時間が変更

になります

　12月～３月の間、大鰐町斎場
おうきょうえん

「鶯郷苑」での人体の火葬時間は

午前10時、11時、午後２時の１日

３回に変更となります。冬期間

は特に天候や道路状況も考慮し、

遅くとも火葬時間の30分前まで

には斎場に到着してください。

■詳しくは　町役場住民生活課

48－2111内線323・324・325（原

子・三浦・小田原）

青森県赤十字血液セン

ターによる献血が実施さ

れます！

　今、全国的に輸血に必要な血

液が不足しております。そのた

めには皆様のご協力が必要とな

りますので、献血について何卒

よろしくお願いいたします。

　献血バスが下記日程で来町し

ますので、皆さまのご協力をお

願いします。

献血実施日　平成26年12月11日

（木）

場所と時間　あずみ野デイセン

ター：10時から11時30分／ＪＡつ

がる弘前農協大鰐支店：13時から

14時／町立大鰐病院：14時30分か

ら16時

■詳しくは　町役場保健福祉課

48－2111内線310（嘉瀬）

「こころの相談会」を開設

しました

　町では、財産・金銭・相続・親子

関係・食欲がない・眠れないなど

気になっていることに対して、

司法書士と精神保健福祉士、保

健師による総合相談を開設しま

した。秘密は厳守いたしますの

で気軽にご相談ください。なお

相談に関しては無料ですが予約

制となっておりますので、各月

の相談会開催日の１週間前まで

に予約をお願いします。※広報

11月号で掲載した内容と変更と

なっていますのでご注意ください。

【会場、日程】

●総合福祉センター：12月17日

（水）・平成27年１月21日（水）・３

月18日（水）●大鰐町中央公民館：

２月18日（水）

●時間　午前９時半～12時

　※相談時間は１人40分程度、定

員は相談会１回につき３名まで

となっております。

■申込みと問いあわせは　町役

場保健福祉課48－2111内線310

（嘉瀬）

もの忘れ相談日のお知らせ

　最近、もの忘れが気になってき

たりしていませんか？

　認知症の初期には、『もの忘れ

や置忘れが多くなった』『怒りっ

ぽくなった』などの症状がみられ

ます。

　町では、もの忘れが気になる高

齢者の方やご家族を支援するた

めに｢もの忘れ相談｣を開催します。

　また、認知症の早期発見のため

に、もの忘れ検診機器を新たに購

入しました。下記の日程で検査

を行うことができますので、希望

する方は事前に予約をお願いし

ます。もの忘れに関する悩みや

不安に思っているとを気軽にご

相談ください。

期日　平成27年１月９日（金）・２

月６日（金）・３月６日（金）

時間　午前９時30分～12時

場所　大鰐町中央公民館

■申込みと問いあわせは　町役

場保健福祉課地域包括支援係

48－2111内線331・332・333

家屋を取り壊したら届出

を忘れずに

　固定資産税は、賦課期日となっ

ている１月１日に土地・家屋・償

却資産を所有している人が納め
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大
鰐
町
役
場
（
〒
〇
三
八
―
〇
二
九
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青
森
県
　
　
　
　
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大
鰐
字
羽
黒
館
五
番
地
三
）
　
　
　
　
　
　
編
集 

 

企
画
観
光
課
　

〇
一
七
二
―
四
八
―
二
一
一
一
（
代
）

戸
籍
の
窓
口

●―――広報　おおわに・平成26年12月号―――●

■
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー


０
１
７
―
７
２
２
―
３
３
４
３

■
弘
前
市
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー


０
１
７
２
―
３
４
―
３
１
７
９

■
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン


０
５
７
０
―
０
６
４
―
３
７
０

消費生活のご相談は

暮
ら
し
の
情
報
【
消
費
者
か
ら
の
相
談
事
例
】

大鰐町の人口と世帯数

平成26年10月末日現在

　　人  口　　　10,583人

　　前月比　　　（－ 20）

    　　男　　　4,891人

    　　女　　　5,692人

    世帯数    4,280世帯

　　前月比　　　（－７）

■
10
月
受
付
分

【地区・八幡館】

三浦一友・江利子さんの子

さ な

咲那ちゃん

（平成25年11月28日生まれ）

お
子
さ
ん
（
父
ま
た
は
母
）
地
区
名

お
誕
生
お
め
で
と
う

ひ
ろ

と

藤
　
田
　
弘
　
仁
（
男
・
修
広
）
大
鰐
７
Ａ

は
る

ま

工
　
藤
　
玄
　
馬
（
男
・
泰
玄
）
蔵
館
５
Ａ

長
　
利
　
キ
　
ヤ
（
86
歳
）
三
ツ
目
内

三
ツ
橋
　
昭
　
雄
（
83
歳
）
蔵
館
７

はじめまして「さな」です。

今は一人で食べる練習をしています！

いっぱい食べて大きくなるぞ！!

●
見
守
り
新
鮮
情
報
第
２
０
１
号

困ったとき
悩んだときは

お
く
や
み
も
う
し
ま
す

亡
く
な
っ
た
人
（
年
齢
）
地
区
名

｢

今
よ
り
安
く
な
る｣

？

遠
隔
操
作
に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
勧

誘
に
注
意

　
「
今
契
約
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
よ
り
、
必
ず
安
く
な
る

か
ら
乗
り
換
え
ま
せ
ん
か
」
と
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、
承
諾
し

た
。
そ
の
後
、
業
者
の
電
話
に
よ
る
指
示
に
従
い
、
パ
ソ
コ

ン
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
画
面
を
開
く
と
、
遠
隔

操
作
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。
変
更
後
、
こ
れ

ま
で
契
約
し
て
い
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
料
金
を
確
認
す
る
と
、

新
し
い
契
約
先
の
ほ
う
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

解
約
を
申
し
出
た
が
「
き
ち
ん
と
説
明
し
て
い
る
。
解
約
に

は
、
違
約
金
１
万
５
千
円
が
必
要
」
と
言
わ
れ
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
歳
代
男
性
）

■
ひ
と
こ
と
助
言

　
電
話
で
大
手
電
話
会
社
名
を
か
た
る
な
ど
し
て
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
た
め
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
の
変
更
を

持
ち
掛
け
、遠
隔
操
作
で
設
定
変
更
を
す
る
勧
誘
方
法
に
関

す
る
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
よ
り
安
く
な
る
」
な
ど
と
勧
誘
さ
れ
て
も
、
契
約
前
に

契
約
内
容
に
関
す
る
書
面
を
求
め
、は
っ
き
り
理
解
で
き
な

け
れ
ば
、
承
諾
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
知
ら
な
い
間
に
オ
プ
シ
ョ
ン
等
を
申
し
込
ん
だ
こ
と
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
契
約
は
、
法
律
上
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
困
っ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い
の
自

治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

浅
　
利
　
キ
ミ
エ
（
75
歳
）
森
山

山
　
田
　
節
　
子
（
73
歳
）
唐
牛

長
　
利
　
ち
　
ゑ
（
85
歳
）
大
鰐
９

小
田
桐
　
ヨ
　
シ
（
92
歳
）
島
田

伊
　
東
　
春
　
義
（
69
歳
）
蔵
館
１

原
　
子
　
節
　
夫
（
78
歳
）
大
鰐
５
Ｂ

黒
　
石
　
健
次
郎
（
84
歳
）
蔵
館
５
Ｂ

下
　
山
　
彌
　
助
（
96
歳
）
早
瀬
野

山
　
口
　
セ
　
ツ
（
78
歳
）
虹
貝


